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定置用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池補助金 期限前に予算到達見込み 
一般社団法人環境共創イニシアチブ（ＳＩＩ）は６月８日、２０１４年度補正予算で実施している「定置用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池導
入支援事業費補助金」が受け付け期限前に予算額に達する見込みであると発表した。同日から、予算残額の公表を開
始した。６月４日到着分までで残額は３０．２億円。期限前でも補助申請金額の合計が予算額に達した時点で、交付申請
受け付けは終了になる。ＳＩＩでは設置事業者に対し、「蓄電ｼｽﾃﾑの契約の際には、補助金の交付対象にならない場合が
あることを、申請者が承知した上で契約を行うように」と呼びかけている。補助事業の総額は１３０億円。交付申請受け付け
期間は３月３０日から１２月２８日までとされていた。 

情報提供：新建ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

高遮蔽ブラインドの新商品「セレーノグランツ」6 月 1 日発売 
ニチベイは、2015 年 6 月 1 日より、光漏れを抑え
て高い省ｴﾈ性を誇る高遮蔽よこ型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ「セレ
ーノグランツ」を発売いたします。高遮蔽ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ
「セレーノグランツ」は、ｽﾗｯﾄ（はね）から昇降ｺｰ
ﾄﾞ穴をなくし、美しいｽﾀｲﾘﾝｸﾞと高い遮蔽性を実
現したよこ型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞです。一般のﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞに比
べてｽﾗｯﾄ間の隙間が少なく、高い遮蔽性が得ら
れると同時に遮熱性・断熱性も向上するため、一
年を通して省ｴﾈに貢献できます。最大面積 6.5

㎡までの大開口部にも対応する標準ﾀｲﾌﾟをはじめ、取付け時にﾋﾞｽを使わず突っ張る力で固定できるﾃﾝｼｮﾝﾀｲﾌﾟ、上部
と下部でｽﾗｯﾄの角度を変えて調光できるﾂｲﾝﾀｲﾌﾟをﾗｲﾝｱｯﾌﾟ。全て耐湿性に優れた素材を使用しているので錆びにく
く、ｷｯﾁﾝやﾊﾞｽﾙｰﾑはもちろん、ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙな採光・遮光が求められるｵﾌｨｽまで、あらゆるｼｰﾝにﾏｯﾁします。調光やﾌﾟﾗｲ
ﾊﾞｼｰｺﾝﾄﾛｰﾙ、省ｴﾈ機能など、ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞに求められる基本機能をさらに進化させた次世代よこ型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞの誕生です。 

情報提供：ﾆﾁﾍﾞｲ 

住友電工、高効率家庭用蓄電池 POWER DEPO®II の販売を開始 
本製品は、当社独自開発の電力変換技術を適用することで、ｴﾈﾙｷﾞｰ効率を大幅に
向上させることに成功し（当社従来製品比 20%向上)、さらに、ﾛｽが少ないため発熱を
抑えることができ、ｺﾝﾊﾟｸﾄ化・軽量化に加えて低価格を実現しています。また、本製
品は、経済産業省の平成 26 年度補正予算「定置用ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ蓄電池導入支援事業
費補助金」の補助対象機器として登録申請中です。POWER DEPO®II は大容量
2.9kWh のﾘﾁｳﾑｲｵﾝ電池を搭載し、災害などによる停電時に情報機器や家電製品に
長時間給電することが可能なｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝ型の蓄電池です。太陽光発電ｼｽﾃﾑとの連
携により安定した電力供給を実現可能です。UPS 機能（無停電電源装置） も搭載し

ているため、停電等の非常時にも途切れることなく負荷への給電が可能で、一般家庭だけでなく、小規模ｵﾌｨｽや店舗な
どでの使用にも適しています。また安価な夜間電力を充電、昼間に給電することで、電気代の節約にも役立ちます。当社
独自の高効率電力変換技術によってｽﾘﾑでｺﾝﾊﾟｸﾄなﾎﾞﾃﾞｨに収納、ｵﾌｨｽ・店舗・住宅などでの使用を想定していますが、
可動式（ｷｬｽﾀｰ付）、工事不要（AC100V ｺﾝｾﾝﾄ対応）のため、誰でも簡単に取り扱うことができます。 

情報提供：住友電気工業 

多機能ｺﾝｾﾝﾄでかんたんに「消費電力の見える化」実現 
パワーエレック（愛知県名古屋市）は、多機能ｺﾝｾﾝﾄ「ＷｉＦｉ
-Ｐｌｕｇ１５００ｼﾘｰｽﾞ」を発表した。本体をｺﾝｾﾝﾄに差し込み
ＷｉＦｉと接続、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ専用ｱﾌﾟﾘをﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞするだけで、
家じゅうの家電をｽﾏｰﾄ化できるというもの。特別な工事や
専用端末は要らない。ｽﾏﾎを使って家電のＯＮ／ＯＦＦやﾀ
ｲﾏｰ予約ができるほか、現在・過去の消費電力の可視化、
ＷｉＦｉ中継機能による通信ｴﾘｱの拡大を実現。また、離れて
暮らす高齢の家族宅に設置すれば、不自然な消費電力を
検知してﾒｰﾙで知らせる見守り機能も搭載する。月額２５０
円。６月１０日から８月１０日の２カ月間、ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞｻｲ
ﾄ「ＭＡＫＵＡＫＥ」でｻﾎﾟｰﾀｰを募集。対象期間中は予定価
格５５００円の２０〜３０％割引で予約を受け付ける。 

情報提供：新建ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 
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